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秋道 サタワル島における伝統的航海術の研究

サ タワル島にお ける伝統的航海術の研究

洋 上 におけ る位 置確認 方法 とエタ ック （ｙｅｔｄｋ）につ いて

秋 道 智 彌＊

Navigational Knowledge of the  Yetbk System and the Allocation at 

          Sea on Satawal, Central Caroline Islands

Tomoya AKIMICHI

   This paper describes the  yeti& system, one of the spatial 
allocation techniques for sea space, employed by navigators in 
the Caroline Islands of Micronesia. Without modern navigation 
aids Micronesian navigators have utilized particular strategies 
for locating themselves on and allocation of the sea. In general, 
a sea area between two  neighboring islands is conceptually 
segmented into 28 sections. In inshore waters, where an island 
is visible, these are recognized by serial changes of island shape. 
Further seawards, where an island is not visible, the use of 
a reference island(s) coordinated with the movement of the canoe 
enables navigators to reckon their position. One  yetith is equiva-
lent to about 18-20 km. The  yeti& system is the deliberate 
application of knowledge of both the sidereal compass and 
island orientation  (1,voofanziw).
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１． は じ め に

　 陸 上 を み な が ら航 海 を お こな う沿 岸 航法 にお い て ，陸 にあ る山 や 目標 物 の 形 とそ の

変化 は航 海 の重 要 な 目安 と して もち い られ る。世 界 各 地 の沿岸 漁 民 の あ いだ で よ くも

ちい られ て きた 「ヤ マ ァテ」， あ るい は 「ヤ マ タ テ」 の 技術 は ， 沿 岸 部 に お け る漁撈

や航 海 に とって きわ め て重 要 で あ った ［ＦｏＲＭＡＮ　 ｌ９６７；桜 田　 １９６８；宮 本 　 １９７４；

五 十 嵐 　 １９７７ユ。 海 が浅 けれ ば， 水 中 に 目印 とな る棒 や 杭 を航 路 標 識 と して 利 用 す る

工夫 が な さ れ た ［飯 田　 １９８０］。 航 海 の 目安 と して ， の ろ しを あ げ るこ とも お こ なわ

れ た し， そ の た めの 高 台 が各 地 に も うけ られ た 。

　 しか し， い った ん 陸 上 の 目標 物 が 視 界 か ら消 え ，海 と空 だ けの世 界 に な っ た とき，

航 海者 は ， ど の よ うな 方法 で 目標 とす る陸 地 や 島 の位 置 を しる こ とが で きる ので あ ろ

うか 。

　 ミク ロネ シア の カ ロ リン諸 島一 帯 で は， 数 百 キ ロメ ー トル 以 上 はな れ た 島嗅 間 に お

いて ， 大型 の帆 走 カ ヌ ー に よ る遠 洋 航 海 が い とな ま れ て き た。 カ ロ リン諸 島 には ，海

抜 数 メ ー トル とい う低 い環 礁 島 や隆 起 サ ンゴ礁 島 が数 多 く分 布 して い る。数 十 キ ロメ

ー トル 以 上 は な れ た 島 じま の あ い だ で は， 島 影 を 目標 と して航 海 を す るわ け には もち

ろん ゆ か な い 。 そ れ で は この よ うな環 境 下 で ， 一 体 どの よ うに して 自 らの位 置 を し り，

どの よ うな方 法 に よ って 目的 とす る島 に到 達 す る こ とが で きた ので あ ろ うか 。 この 問

題 を ， カ ロ リン諸 島 に お け る筆 者 の野 外 調 査 か ら考察 す る の が本 論 の大 きな ね らい で

あ る。

　 筆 者 は 昭和 ５４～ ５５年 にか けて ， 中央 カ ロ リン諸 島 の サ タ ワル 島 に おい て ，伝 統 的航

海 術 に関 す る民 族 学 的調 査 を お こな った。 その 成 果 につ い て は ， これ ま で い くつ か の

論 文 や 研究 ノ ー トと して発 表 した ［秋 道 　 １９８０，１９８１ａ，１９８１ｂ，１９８４，１９８５］。

　 本 論 で は， サ タ ワ ル 島 に お け る調 査 に も とづ き， カ ロ リン諸 島 に お け る航 海 術 の な

かで も， 外 洋 上 で の位 置認 識 方 法 にか か わ る問 題 を と りあ げ ， 直 接 的 に は エ タ ック

（ノｅｔａｋ）と よ ばれ る概 念 に つ い て考 察 を くわ え て み た い。 な お， エタ ッ クに 関 す る情

報 提 供 者 は， サ タ ワル 島 の住 民 で あ る イ キ レ ップ氏 ， ル ッパ ンガ ナ ップ氏 ， エ ペ イマ

イ氏 の ３名 であ る。
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１ ． エ タ ッ クの 体 系

１．　 予 備 的 考 察

　 目的 とす る島 を 見 る こ とが で き な い場合 ， そ の 島 の方 位 を あ らか じめ しって い る こ

とは ，島嶼 間航 海 にお け るいわ ば初 期条 件 と して重 要 で あ る。 そ の さ い に も ちい られ

る知 識 は ωｏｏｆａｎａｂω とよ ば れ る。　ｗｏｏｆａｎｄｉｗ は ，あ る島 を 中心 と して ， そ の周 辺 に位

置 す る他 の 島 じま の方 位 を 島 ご と に網羅 した もので あ る ［秋 道 　 １９８４］。 そ の場 合 ，

あ る島 か らみ た別 の島 の方 位 自体 は ， ス タ ー ・コ ンパ ス 上 の方 位 名 称 を もち いて あ ら

わ され る。 この ス タ ー ・コ ンパ ス に つ い て は， これ ま で に何 度 も と りあ げ て き たの で

既 発 表 の論 文 を参 照 して いた だ きた い ［秋道 　 １９８０，１９８４，１９８５］。 以 下 ， 本 文 中 に

お いて ， ス タ ー ・コ ンパ ス に も とつ く方 位 とそ の 名称 は ，付 表 １に あ げ た左 欄 の略 号

（Ｐｌ－Ｐ３２）に よ って あ らわ す もの とす る。

　 上 にのべ た よ うに， あ る島 か ら，実 際 に遠 洋 航 海 が お こなわ れ るさ い ， 目 的 とす る

島 の方 位 はｗ ｏｏｆａｎｄｉω とい う知 識 を通 じて あ らか じめ わ か って い る。 しか しカ ヌ ー は，

出発 した 島 と目的 とす る島 の 間 を一 直 線 に進 む わ け で は かな らず しもな い。 潮 流 ， 波 ，

風 な ど によ り， カ ヌ ーの 進 行 す る向 き は影 響 を うけ る。 そ のた め ， カ ヌ ー の針 路 を つ

ね に修 正 した り， 目的 とす る方 向 か らの ズ レが了解 さ れ て いな けれ ば な らな い。 そ も

そ も， そ のズ レ自体 ， どの よ うに して しる こ とが可 能 な ので あ ろ うか。 嵐 にで も遭 遇

して漂 流 す る よ うな こ とが あ る と， 元 の針路 を はず れ， ま った く方 向 が わ か らな くな

る こ とす らあ るだ ろ う。

　 ミク ロネ シァ の カ ロ リン諸 島 で は ，大 洋上 に お け るカ ヌー の現 在 地 ， 周 囲 の 島 の位

置や そ の方 位 を認 識 す る た め， さま ざ ま な知 識 が も ちい られ て きた。 そ の な か に は ，

風 ， 波 ，潮 流 ，太 陽や 星 の位 置 とい った 自然 現 象 にか か わ る もの， 洋 上 に出現 す る魚 ，

鳥 な どの生 物現 象 を 目安 とす る もの ，さ らにｐｗｕｕｐｗとよ ば れ るモ ンガ ラカ ワハ ギ科

の魚 の 形 を イ メ ー ジの よ り ど ころ と したｐ ｗｕｕｐｗｕｎａｐａｎａｐとい う知 識 ［秋 道 　１９８１ｂ］

にみ られ るよ うに ，島嶼 問 の 位 置 ・方 位 関 係 を ま とま った項 目 と して体 系 化 した もの

な どが ふ くま れ て い る。 位 置 や方 位 の認 識 にか か わ る こ う した知識 の な かで ，基 本 的

に も っ とも重 要 と お もわ れ る もの の １つ が エタ ック （ｙｅｔａｋ）で あ る。

クθ’話 とい う概 念 につ いて ， サ タ ワル 島 の西 方 に あ る ウ ォ レア イ環 礁 で 調 査 を お こ

な った Ａｌｋｉｒｅ は， 時 間 や 空 間 の分 類 と認識 に関す る論 文 の な か で ，　ｈａｔａｇ （サ タ ワル

語 のｙｅｔａｋに相 当） は ，「ど の く らい はな れ て い るか」 と い う距離 認 識 よ り も， 「いま

ど こに い る か」 とい う位 置認 識 にか か わ る もの で あ る と のべ て い る ［ＡＬＫＩＲＥ　 ｌ９７０］。
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ま た ， サ タ ワル 島 の東 方 に位 置す るプ ル ワ ト環 礁 で 調 査 を お こな った ＬＥｗｉｓ に よ る

と，ｅｔａｋ は （サ タ ワル語 の ノｅｔ６ｋ に相 当）， あ る位 置 に到達 す るま で の経 過 時 間 とも密

接 に 関連 す るの で ，距 離 と時 間 にか か わ る 「運 動 」 を あ らわ す概 念 で あ る， とい う指

摘 を して い る ［ＬＥｗｌｓ　 １９７５：１４２－－１４３］。

　ｙｅｔａｋのｙｅ一は ，使 役 を あ らわ す 接 頭辞 で ，　ｔａｋは 「の ぼ る，ちか づ く」 とい う意 味

で あ る ［ＡＬＫＩＲＥ　 ｌ９７０：５１］。 距 離 を あ らわす とい う点 で い う と，■ｅｔａｋ は島 と 島 と

の 間 を い くつ か に 区 分 す る単 位 と して も ちい られ る。 の ち に の べ る よ うに， 一 つ の

２ｅｔａｋ は ，１８－ ２０キ ロ メ ー トル に 相 当す る と 考 え られ る ［ＡＬＫＩＲＥ　 ｌ９７０；ＧＬＡＤｗｌＮ

Ｉ９７０］。 ま た クｅｔａｋ によ り，洋 上 に お け る特定 の位 置 が あ らわ され る。 いず れ にせ よ，

卿 砒 は， 基 本 的 に距 離 を あ らわ す概 念 で あ る が ，そ れ と と も に， 位 置 認 識 の手 がか

りと され ると い うこ とを 確 認 して お こ う。

　 クθ‘話 につ いて は ， 最初 ， ドイ ツ民族 学者 らに よ って注 目 され ，戦 後 ，米 国 の研 究 者

た ち によ って もと りあげ られ て きた ［ＳＡＲＦＥＲＴ　 １９１１；ＤＡＭＭ　ｕｎｄ　ＳＡＲＦＥＲＴ　 ｌ　９３８；

ＧＬＡＤｗｌＮ　 ｌ９７０；ＬＥｗｌｓ　 ｌ９７５；ＧｕＮＮ　 ｌ９８０］が ，／ｅｔａｋ に 関す る これ ま で の調 査

研 究 で は，！ｅｔａｋの基 礎 に な る海域 の 区分 に 関す る問 題 や ， 実 際 の 航 海 を ふ まえ た 論

考 が 十 分 にな さ れ て いな いよ うに お もわれ る。 本 章 で は ，筆 者 が サ タ ワル 島 の調 査 に

よ って え た ｙｅｔａｋ の知 識 内容 を記 述 し，次 章 で は， 具体 的 な事 例 に も とつ い て ，島嶼

問 の航 海 にお け るｙｅｔａｋの応 用例 を のべ る。

２． 海 の 区 分 名 称

ｙｅｔａｋの基礎は，島嶼間の海域区分のしかたにある。 いいかえれば，島嶼 問の海域

をどのような基準にもとついて区分するかが，／ｅｔａｋの理論 となっている。

　いま，ある島を出発 して，目的とする島にむかう場合のことを考えてみると，カヌ

ーが島をはなれるにつれ，船尾のほうにみえる島影は刻々と変化する。小 さくなった

島はやがて視界か ら消える。そして，海と空だけの大洋を航海 し，ふたたび目的 とす

る島が点として前方に出現する。こうした一連の変化にもとついて，島嶼 問における

カヌーの位置は，以下にしあすように，いくつもの名称により区分されている。注 目

すべきことは，それ らの名称をきめる基準が，かならずしもおなじ性質のものである

とはかぎらないという点である。

　その名称群を大きくわけると，ａ．島を出発 してから， その島が視界から完全 に消

えるまで，ｂ．出発 した島が視界か ら消えてから，目的とする島が視界にあ らわれる

まで，ｃ・目的とする島が視界にあらわれてから目的地に到着するまで，の３つになる。
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ａ．と ｃ．は基 本 的 に そ の 内容 はお な じで あ り， 結 局 ， ａ．と ｂ．にお け る内容 の 異 同 点

が重 要 とな る。以 下 ， 島を はな れ てか ら， 順 次 つ け られ た名 称 につ い て解 説 を くわ え

て お こ う。

２－１．　 出発 した島 が視 界か ら消え るまで

(1)  yarhikirhiki  yaramas

　 ｒｈｉｋは 「小 さい」，クａｒａｍａｓは 「人 間」 を あ らわ し， カ ヌーか ら浜 辺 の人 間 が 歩 い

て い るの が 見 え る位 置。

(2) piainap
ｐｉ一は 「浜 」，ηψ は 「大 きい 」 ことを あ らわ し， カ ヌ ー か ら浜 が大 き く見 え る位 置

を さす 。

(3) piairhik

ｒｈｉｋは 「小 さい 」 の 意味 で ，浜 が細 長 い線 にみ え る位 置 を さす 。

(4)  piy‚•nus  , あるいは yepure ton  p‚‰‚‰

　 カ ヌ ー上 か ら島 を 見 た とき ， カ ヌー が波 の山 に くる と浜 が見 え ， 波 の谷 に くる と浜

が見 え な い よ うな 位 置 を さす 。

 (5) nnati serhamあるいは yatono  pii

　ｎｎａｔは ，海 浜 の 植物 名 で ク サ トベ ラ （Ｓｃａｅｖｏｌａ　ｔａｃｃａｄａ）を さす 。　ｓｅｒｈａｍ は 「光 る」

の意 味 で あ る。ノ伽 πは 「見 え な い」 の意 味 で ， 浜 自体 が見 え な い位 置 で あ る こ とを

さす。

(6) nnatepei

ｐｅｉは 「片 」 と い う意 味 で ，　ｎｎａｔｅＰｅｉ の原 義 は 海岸 に あ る クサ トベ ラの 茂 み が かす

か に見 え る こ とを さす とお もわ れ るが ， イ ンフ ォー マ ン トの説 明 に よ る と， カ ヌ ー か

ら， 島 に あ る高 木 で パ ンノ キ， そ れ よ りや や低 い コ コヤ シ， さ らに背 の低 い海 浜 の ク

サ トベ ラな ど が三 層 と して 区分 で き る位 置 を さす とい う。

(7)  yorho  nuuk takeyos*

ク６ｒｈｏと い うの は，底 釣 り漁 の一 種 で ，　ｎａｕｋ とい うの は ， 帆 走 カ ヌ ー に よ って お こ

な わ れ る引 き釣 り漁 の こ とで あ る ［秋 道　 １９８５］。 護α初 ６∫は高 さを あ ら わ す 名 称 で

「少 し高 い」 こ とを あ らわ す 。 島 か らの 距 離 が， ち ょ う ど底 釣 り漁 や 引 き釣 り漁 を お

こ な うの に適 した場 所 に相 当 す る。 この地点 か ら島 が 少 し低 くな って 見 え る。

(8)  yorho nuuk  takeson

ｔａｋｅｓｏ’ｎ も高 さを あ らわ す 名称 で ，前 述 の 彦盈 砂６∫よ りや や低 い高 さを あ らわ す 。ク６５

と ５伽 と い う ２つ の接尾 辞 の う ち，３動 は ク６∫よ り も低 い位 置 を あ らわ す。 この地 点
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か らは ， 島 が細 長 く見 え る。

(9)  maan  yiik

　ｍａａｎは 「動 物 ， あ る い は鳥 」 を ，ク批 は 「魚 」 を そ れ ぞ れ一 般 的 に あ らわ す 名称

で あ る ［秋道 　 １９８１ｃ］。 詳 細 は不 明 で あ った 。

(10)  yamweimwei won

この地点から島の高いところと低いところが切れぎれに見える。

(11)  .yarongai rhop

　この地点から， 島がｒｈｏｐとよばれる追い込み漁にもちいられるココヤシの葉製ロ

ープの形に見える
。

(12) ngin  kanianiy

　 この位 置 か ら， 島 がｙａｎｉｙとよ ば れ るハ タ の 一種 （ＥｐｉｎｅＰｈｅｌｕｓ　ｓｐｐ．）の歯 （ｎｇｉｎ）の

よ うに見 え る。ｙａｎｉｙの歯 は細 か く列 状 に並 ん で い る。

(13) rhuow  pwukuwani  maây

ｒｈｕｏｗは 「２つ」 の意 味 で ， この 位 置 か ら島 に ｍａａｙ， す な わ ち パ ンノ キの茂 みが

２つ あ るよ うに見 え る。

（１４）yeew　pwukuwani ｍａay

ｙｅｅｗ は 「１つ 」 の意 味 で ， この位 置 か ら， 島 にパ ンノ キ の茂 み が １つ あ るよ うに

見 え る。

(15) tumwutumwun

この位置か ら島が点のように見える。

(16) yaton

yatonは 「消える」の意味で，この地点で島影が消えて しまう。

(17) yatonoi neemas

　ｎｅｅｍａｓの ｎｅｅ一は，場 所 を門 般 にあ らわ す 接 頭辞 で ，　ｍａａｓは 「眼 」 を あ らわ し， こ

の 地点 か らは島 が 肉 眼 で見 え な い こ とを さす 。

 (  1  8)  yepwa me runayuw

ｙｕｗは， カ ヌ ー の マ ス トの こ とで ［須 藤 ・ＳＡｕｃＨｏＭＡＬ　 ｌ９８２：６４９－６５５］，マ ス ト

の上 にの ぼ る と， 島 が 見 え る位 置 を さす。 マ ス トの高 さ は ８メ ー トル ぐ らい あ る。

(19) yapwan kitikit no me  runayuw

ｋｉｔｉｋｉｔは 「小 さ い」 の意 味 で ， マ ス トにの ぼ る と島 が小 さ く見 え る位 置 を さす。

(20)  yaton no me runayuw

マ ス トに のぼ って も， 島 が見 え な くな る位 置 を さ す 。

９３６



秋道　　サタワル島における伝統的航海術の研究

島の形にたいする名称

yarhikirhiki yaramas

 pzaznap

piairhik

模 式 図

 piyonus (yepure ton  pii)

nnati serham  (yatono

 nnatepez

 yorho nuuk  takeyós

 yorho nuuk  takeson

maan yiik

 Ya  mwezmwet won

 yarongai  rhop

ngin  kantaniy

 11  (a) カ ヌーか らみた島の形の変化 とその名称
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rhuow  pwukuwani  maay

 yeew pwukuwani  many

tumwutumwun

yaton

 yatonoi neemas

 yepwa me runayuw

yapwan  kitikit  no me runayuw

yaton  no me runayuw

yatonoi neemas  (yetakini  kenna)

 yetazini maan

pwono sapitiw

pwono metaw

 pwono  sapz-ta

yanna  fanuw

図 １（ｂ）
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　以上までが，島の形や大きさに着目して島とカヌーとの距離をあらわした名称群で

ある。これらの例をわかりやすいように図 として模式的に しめした（図 １）。さらにカ

ヌーが島から遠ざかると，以上までとは異なった基準にもとつく名称がもちいられる。

　 　 ２－２．　 島 が 視 界 か ら 消 え て ふ た た び 目 的 の 島 が あ ら わ れ る ま で

　 （２１）ｙ ａｔｏｎｏｉ　ｎｅｅｍａｓ，あ る い はｙｅｔａｋｉｎｉ　ｋｅｎｎａ

　 こ の地 点 か らは島 は肉 眼 で 見 え な い。逆 に この地 点 に くれ ば， も うす ぐ目的 とす る

島 が見 え る。 この地 点 は ｙｅｔａｋｉｎｉ　ｋｅｎｎａ と も称 され る。 こ こで は じめ て ２ｅｔａｋ と い う

概 念 が 登 場 す る。ｙｅｔａｋは ， 島 を離 れ て か ら完 全 に島 が 見 え な くな るま で の距 離 を さ

す こ と にな る。ｋｅｎｎａは 「見 え る」 こ とを 意 味す る。

　 カ ロ リ ン諸 島 にお け るよ うな 低 平 な サ ンゴ礁 島 が カ ヌ ー上 の視 界 か ら消 え る距 離 は，

島 に あ る高 木 パ ンノ キ の高 さ （最大 で も， ３０メ ー トル） を考 慮 す れ ば ， ほ ぼ１０－ １１マ

イ ル （１８，５－ ２０．４キ ロメ ー トル ） に相 当す る ［ＡＬＫＩＲＥ　 １９７０；ＬＥｗＩｓ　 ｌ９７５］。 す な

わ ち ，ｙｅｔａｋｉｎｉ　ｋｅｎｎａは 島 か ら約 １８－ ２０キ ロメ ー トル の 地 点 に あ る と考 え て よ い。

　 （２２）ｙ ｅｔａｋｉｎｉ　ｍａａｎ

　ｍａａｎは 「動 物 」， 「鳥」， 「微 生 物」 な ど を あ らわ す多 義 性 を もつ こ とば で あ る が ，

この場 合 は 「鳥 」， と くに グ ンカ ン ド リ， ク ロ ァ ジサ シ， シ ロァ ジサ シな どの海 鳥 を

さす 。 この地 点 で は， 出発 した 島で 夜 間 に休 息す る鳥 が昼 間 に飛 来 して くる海域 とみ

な さ れ て い る。 （２１）の ■ｅｔａｋｉｎｉ　ｋｅｎｎａ か らど の くらい距 離 が 離れ て い るの か を しめす

情 報 は え られ なか った が ， の ち にみ るよ うにｙｅｔａｋｉｎｉ　ｋｅｎｎａとｙｅｔａｋｉｎｉ　ｍａａｎとの距

離 は ， １　■ｅｔａｋ，す な わ ち約 １８－２０キ ロメ ー トル に相 当す る と考 え られ る。

　 （２２）を す ぎ てか ら， ふ た た び 目的 とす る島 の ■ｅｔａｋｉｎｉ　ｍａａｎ に到 達 す るまで ， な ん

の固 定 した 目標 物 もな い。

　 出 発 した 島 と同様 に 目的 とす る島 に も クθ彪伽 翻 翻 η とよ ば れ る地 点 が あ る。 この

２つ のｙ ｅｔａｋｉｎｉ〃ｍａａｎに よ って は さま れ た海 域 は ，一 般 に ｎｅｅｍｅｔａｗ，す な わ ち 「外 洋 」

とよ ばれ る。ｎｅｅｍｅｔａｗは ， さ らに ３つ の部 分 に区 分 さ れ る。 そ の場合 ，カ ヌ ーが 東 西

図 ２ 外 洋 （ｎｅｅｍｅｔａω）の 分 割 名 称
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方 向 に進 む か ， 南 北 に沿 って進 む か に よ って ，図 ２に しめ した よ う に， ３つ の 区分 を

しめ す 名称 が きめ られ て い る （図 ２）。

　 い ま カ ヌ ーが 西 か ら東 にむ か って進 む場 合 ■ｅｔａｋｉｎｉ　ｍａａｎを す ぎて か ら， カ ヌ ーが

通 過す る海 域 を あ らわ す 名称 は ，

(23) pwono sapitiw 

(24) pwono metaw 

(25) pwono sapita

とい うよ う に変 化 す る。 カ ヌー が東 か ら西 に む か って 航行 す る場 合 ， （２３）と （２５）の

名称 が入 れ か わ る。 同様 に ， カ ヌ ーが北 か ら南 にむ か って進 む場 合 ，

(26) pwono sapuwow 

(24) pwono metaw

(27) pwono sapinongの よ うに変 化 す る。

　 ｐωｏｎは ，「真 ん 中 ， 中 空」 とい う意 味 で ，　ｓａｐｉは 「～ の近 くの」 とい う意 味 で あ る。

ま た， －ｔｉｗ，－ｔａ，一ωｏｗ，　－ｎｏｎｇは ，いず れ も方 位 を あ らわ す接 尾 辞 で あ り，－ｔｉω は ，「下

へ ，西 ， カ ヌー の風 下 側 」，－ｔａ は，「上 へ ，東 ， カ ヌー の風 上 側 」， 一ωｏω は 「外 へ
，

海 側 へ 」，－ｎｏｎｇ は 「中 へ ，陸 へ 」の意 味 で あ る ［須 藤 ・ＳＡｕｃＨｏＭＡＬ　 ｌ９８２：６５８－６５９］。

　 これ らの 海域 を通 過 し， 目的 とす る 島 のｙａｎｎａ　ｆａｎｕｗを す ぎ る と， 目的 とす る島

が姿 を あ らわ す 。 島 の 出現 自体 はｙａｎｎａ　ｆａｎａｌω と よば れ ， こ れ は （２１）に相 当 す る。

　 マ ス トに の ぼ らな くと も島 が見 え る さい に ， （２８）ｙｅｔａａｋｉｎｉｐａＰωａＰωａ と い うい い

方 を す る こ と もあ る。

　 以 上 の よ うに ， 島 が見 え て い る段 階 と，視 界 か ら島 が 消 え て か らの段 階 とで は ，海

域 の区 分 名称 は ま った く異 な った基 準 によ って い る。

　 島 が 見 え て い る間 は， 浜 や 植生 の見 えか たの 変化 （大 → 小 → 見 え な い）， 島 自体 の

形 の変 化 （コ コヤ シの葉 製 ロー プ →魚 の 歯 →パ ンノ キの しげ み） とと も に， カ ヌー が

波 の山 に きた と きや， マス トの 上 に のぼ った と きは島 が 見 え るが ， カ ヌ ーが 波 の谷 に

き た と きや ， マ ス トにの ぼ らな い とき には 見 え な い， と い った点 が基 準 と され て い る。

要 す るに ， 出発 した島 にた い す る詳 細 な観 察 に もとつ い た 区 分 が な され て い るわ けで

あ る。

　 い った ん ， 島 が視 界 か ら消 え る と， そ れ ま で移 動 した距 離 が一 つ の単 位 ， す なわ ち

ｙｅｔａｋとな り， それ以 降 の航 海 にお け る海 域 区 分 や 位 置認 識 の さ いの基 準 と して もち

い られ る。 この点 を次 節 にお い て， くわ し くと りあげ て み よ う。
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３．　 エ タ ッ ク 島 と 星

　 島 を 肉眼 で 見 る こ とので き るあ い だ は ， カ ヌ ーの 現 在 地 ， あ る い は カ ヌ ー と島 との

距 離 を ，島 の 形 か ら推 定 す る こ とは容 易 で あ る とお もわ れ る。 その た め ，刻 々 と変 化

す る 島 の形 状 にた い して よ り こま か い 区分 が な され て い た 。一 方 ， い った ん 島影 が視

界 か ら消 え て しま え ば ， そ う した詳細 な 区分 は な され て い な い。 しか し， あ る島 と も

う １つ の 島 とのｙ ｅｔａｋｉｎｉ　ｍａａｎ に よ って は さま れ る外 洋 は ， ３つ の部 分 に区 分 さ れて

い た。 そ の区 分 は ど の よ うな基 準 に も とつ い て な され るの で あ ろ うか 。

　 じつ は ， 外 洋 ， よ り正 確 に は あ る島 のｙ ｅｔａｋｉｎｉ　ｍａａｎか ら目的 とす る島 の クｅｔ乙ｋｉｎｉ

ｍａａｎ との 間 の海 域 にお け る 位 置 を し るた め， 目 に は見 え な い第 ３の島 が 利 用 さ れ て

い るの で あ る。 も ちろ ん ， 出発 した 島 や 目的 とす る島 さえ 見 え な い状 況 で ， さ らに も

う １つ の 島 が問 題 とさ れ る こ と 自体 ，奇 妙 にお もわ れ るか も しれ な い。

 Ekl, Ek2:  yetakini kenna 

 Eml, Em2:  yetolkini maan 

Pi:  pwono  sapititv 

Pm: pwono  metaw 

Pa: pwono sapita

図ｙ ｅｔａｋの シ ス テ ム を し め す 模 式 図
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　 出発 す る島 は， 一般 に ノ伽 伽 侃 ｍｗｉｒ（「う しろ の島 」 の 意 味）， 目的 と す る 島 は

ｆａｎｕｗａｎ　ｍｍａｎ （「前 の 島」 の意 味 ） と よ ばれ るの に た い して ， 目 には見 えな い第 ３の

島 は ｆａｎｄｉｗａｎｙｅｔａｋ と よ ばれ る。ノ伽伽 は 「島」 の意 味 で あ る。以 下 ，本 文 で は カタ

仮 名 ま じ りで エ タ ック島 と称 す る。 エ タ ック島 には ，実 在 す る島 が選 ば れ る。 これ ら

３つ の 島 じま は た が い に三 角形 の頂 点 を形 づ くるよ うな位 置 関 係 にあ る。 この エ タ ッ

ク島 の 役割 を カ ヌ ーが 西 か ら東 へ移 動 す る とい う仮 定 で ，図 ３に よ り説 明 してみ よ う。

　 あ る島 Ａ を 出発 す る さ い， エ タ ッ ク島 Ｒ が ス タ ー ・コ ンパ ス上 の方位 名称 に よ って

ど の方 位 にあ るか は，ｗｏｏｆａｎｄｉｗ の 知識 に よ りあ らか じめ わ か って い る。この方 位 を い

ま か りに Ｄ ｌ とす る。 カ ヌー が Ｅｋｌの位 置 （ｙｅｔａｋｉｎｉ　ｋｅｎｎａ）， す なわ ち島 影 が見 え な

くな る とこ ろま で きた とき， カ ヌ ーか らみ た エ タ ック島 の位 置 は ，出 発 した さい 島 か

らみ た方 位 とは ，スタ ー ・コ ンパ ス上 で １つ ど ち らか に ズ レて い る。 この とき，カ ヌー

か らみ た エ タ ック島 の方 位 は Ｄ２ に移 動 す る。 さ らに カ ヌ ーが Ｅｍ ｌ（ｙｅｔａｋｉｎｉ　ｍａａｎ）

に移 動 す る と， エタ ッ ク島 の位 置 す る方 位 が ス タ ー ・コ ンパ ス上 の方 位 で さ らに １つ

分 ， 移 動 し，Ｄ３ に な る。 同 様 に して ，　 Ｐｉ（ｐｗｏｎｏ　ｓａｐｉｔｉｗ），　Ｐｍ （ｐｗｏｎｏ　ｍｅｔａｗ），　Ｐａ

（ｐｗｏｎｏ　ｓａｐｉｔａ）， 目的 とす る島 Ｂ の Ｅｍ２ （ｙｅｔａｋｉｎｉ　ｍａａｎ），　Ｅｋ２（ｙｅｔａｋｉｎｉ　ｋｅｎｎａ）を 通

過 す る さい に は， エ タ ック島 の方 位 が Ｄ４～ Ｄ８へ と １つ ず つ 移動 して ゆ くと み な さ

れ る。 最 終 的 に 目的 とす る島 に到 達 した とき ， 島 Ｂ か らは ス タ ー ・コ ンパ ス 上 で エ

タ ック島 は Ｄ９ の位 置 に くる。 これ は，島 Ｂ の ωｏｏｆａｎａｂω の知 識 の一部 と対 応 して い

る （図 ３）。

　 こ の よ う に して み る と，ｗ ｏｏｆａｎｔｕｗ の 知識 と類 似 した 方法 に よ って ， 大 洋 上 で の カ

ヌ ー の位 置 を しる方 法 が採 用 され て い る とい って よい だ ろ う。

　 航 海 者 は航 海 の さ い， つ ね に 目 には見 え な い エタ ック島 を頭 の中 に想起 し， 自 らの

位 置 とそ の変 化 に注 意 を は らって い る。 この こ とを 端 的 に あ らわ す の が ， エ タ ッ ク島

が 「這 う」 （ｔｅｅｔｅ）の とい う表 現 で あ る。 カ ヌ ー が移 動 す るさ い ， エ タ ック島 は水 平 線 の

彼 方 で カ ヌ ーの進 行 方 向 と は逆 に ゆ っ く りと這 う よ うに移 動 す る とみ な され る。 エ タ

ック 島 は実 在 はす るが あ くま で イ メー ジの世 界 のな か で 意 味 を もつ 。 カ ヌ ーの動 き と

とも に， この エ タ ック島 の 這 う速 さは ，近 けれ ばそ れ だ け速 く， エ タ ック島 が カ ヌー

か ら遠 くに あ る とゆ っ く り と移 動 す る こ とに な る。 カ ヌー の移 動 す る方 向 に よ り， エ

タ ック 島が 這 う方 向 もかわ って くる。 図 ４に は ， カ ヌ ーの移 動 と と もに， エタ ック島

が這 う とい う こ とを模 式 的 に しめ して おい た。

　 ノｅｔａｋを も ちい た航 法 で は，島 を 出発 して か らｙｅｔａｋｉｎｉ　ｋｅｎｎａに到 達 す るま で の 時 間

と距 離 が ， そ の後 の航 海 に お いて 重 要 な 目安 とな る。 この距 離 はｙｅｅω／ｅｔａｋ， す な わ

９４２



秋道　　サタワル島における伝統的航海術の研究

（１）エ タ ック 島が東 に這 う

 (yateta  yetók ye  yar)

（２）エ タ ック島が 西 に這 う

 (yatetiw yetak ye  yaar

ノ

（３）エ タック島 が北 に這 う

(yatewow  yetdk ye  yar)

（４）エ タ ック島が南 に這 う

 (yaténong  yetak ye  yar)

Ｈ ：出 発 した島 、Ｇ：目的の 島、　Ｒ１，　Ｒ２，　Ｒ３，　Ｒ４：エ タッ ク島

矢印 は、 カ ヌーの進 行 方向 とエ タ ック島の 移動 す る方向 をそ れぞ れ しめ す

　 　 　 　 図 ４　 エ タ ック島 と カ ヌー の移 動 を しめす 模 式 図

ち １　ｙｅｔａｋ とい う単 位 に な り， 約 １８か ら ２０ キ ロ メ ー トル あ るこ とは先 にの べ た 。 １

ｙｅｔａｋを航 海 す るた め に要 す る時 間 は風 の 向 きや強 さ， 潮 流 の速 さや そ の 向 き な ど に

よ って影 響 を う け るの で ， あ くまで 推 測 に基 づ いて な され る とお もわ れ る。

　 あ る島か ら ｙｅｔａｋｉｎｉ　ｋｅｎｎａ ま で移 動 す る さい に ， エ タ ック島 の方 位 が星 １つ 分 だ け
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 す

移 動 す る とすれ ば， そ れ以 降 の航 海 の 過 程 で ，ｙｅｔａｋｉｎｉ　ｋｅｎｎａ とｙｅｔａｋｉｎｉ　ｍａａｎ との 距

離 ， さ らにｙ ｅｔａｋｉｎｉ　ｍａａｎ とた とえ ば ，ｐｗｏｎｏ　ｓａｐｉｔａとの距 離 もお な じ と見 な して よ

い ので あ ろ うか 。 この点 につ い て ，具 体 的 な エタ ック島 を想 定 した事 例 に よ り検 討 し

て み よ う。
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皿． エ タ ック航 法 の事 例研 究

　 こ こで は， クθ‘話 を も ちい た航 法 の実 際 につ い て ， 筆 者 が サタ ワル 島 に お け る調 査

の さ い にえ た資 料 を もと に記載 す る。

　 具 体 的 な カ ヌー の航 法 に関 す る知 識 は， セ ラ ック （ｓｅｒａｋ） とよ ば れ る。 セ ラ ック に

は， 「遠 洋 航 海」 とい う意 味 もあ る。 セ ラ ック は， 風 の向 きや 強 さ によ って い くつ か

に区 分 され る。 テ の なか に は・島嶼 問 を真 直 ぐ進 む アサ （ｙａｓａ）の ，あ るい は セ ラ ク ・ウ

ー エ ン （ｓｅｒａｋ　ｗｕｗｅｎ
， ウー エ ンは 「真 直 ぐ」 の意 味），逆 風 の さい に ジグザ グ に進 む ア

ンメ イ （ｙａｍｍｄｙ）の他 ， ワ イエ ソ ップ （ｗａｉｙｅｓｏｐｗ），ア フ ィタ ナ マル （ｙａｆｉｔａｎａｍａｈｒ），

マ ー トゥム ル （ｍｏｔｏｍｗｉｒ） とい った 名称 の航 法 が ふ くまれ て い る。 航 法 自体 につ い て

は別 稿 で あ つ か う もの と し， 以 下 で は ， もっ と も考 え や す い ア サ （ｙａｓａ）とよ ばれ る

航 法 に も とつ く例 を のべ る。 図 ５に は ，本 章 で と りあ つか うサタ ワル 島 ， ラモ トレッ

ク環 礁 ， ピケ ロ ッ ト環 礁 ， ウエ ス ト ・フ ァーユ 島 ， プ ル ワ ト環 礁 の 地 理 的 な位 置 関係

を しめ して おい た。

図 ５　中 央 カ ロ リ ン 諸 島 ・サ タ ワ ル 島 周 辺 図
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１．　 サ タ ワ ル 島 一 ウ エ ス ト ・フ ァ ー ユ 島

　 ウエス ト ・フ ァー ユ島 はサ タ ワル 島 の北 方 約８９キ ロメ ー トル の と ころ に あ る無 人 島

で ， ア ォ ゥ ミガ メ の捕 獲 や漁撈 ，他 の 島へ の 遠 洋航 海 の さ い に， 途 中 立寄 られ る 島で

あ る。

　 この航 海 で は ， ラモ トレ ック環 礁 が エ タ ック島 と して もち い られ る。 図 ６は ， サ タ

ワル 島 を 出発 して か ら変 化 す る エ タ ッ ク島 の方 位 関 係 を しめ した もの で あ る。 な お ，

図 にお け る方 位 番 号 は，付 表 １に しめ した ス タ ー ・コ ンパ ス に お け る方 位番 号 と同 じ

もの で あ る。

 Eki:  yetdkini kenna (Satawal) 

 Eml:  yetakini maan (Satawal) 

Pn: pwono sapinong 

Pm: pwono metaw 

Pw: pwono sapuwow 

Em2:  yetclkini  maan (West Fayu)

図 ６　 サタ ワル 島一 ウエ ス ト ・フ ァーユ 島間 の 航 海 と ノｅｔ６ｋ
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　 図 か らわ か るよ うに ， エタ ック島 で あ る ラモ トレ ック環 礁 は ， サタ ワル 島 を 出発 す

る時 ， Ｐ２６ の方 位 に あ った が，サ タ ワル 島 の ｙｅｔａｋｉｎｉ　ｋｅｎｎａで は Ｐ２５ に移 動 して い る。

しか し，ｙｅｔａｋｉｎｉ　ｍａａｎの 地点 で ， ラモ トレ ック環 礁 は方 位 で い う と Ｐ２３ と Ｐ２４の 中

間 に くる。 この地 点 は ， ネマ ッチ （ｎｅｅｍａｃｈ）， す なわ ち 「間」 とい うこ とば を もち い

て，ｎｅｅｍａｃｈ　ｔｕｐｗｕｎ　ｐａｙｉｙｅｅｒ　ｍｅ　ｔｕｐｗｕｎ　ｙｅｎｉｙｅｎと称 さ れ る。 さ らに， カ ヌ ーが Ｐｗｏｎｏ

ｓａｐｉｎｏｎｇ に達 す る と ラモ トレ ック環 礁 は Ｐ２３ に くる。　Ｐｗｏｎｅ　ｍｅｔａｗ に お け る エ タ ッ

ク島 ， ラ モ トレ ッ ク環 礁 の 位 置 す る方 位 は Ｐ２２ とな る。　Ｐｗｏｎｏ　ｓａｐｕｗｏｗで は さ らに

エタ ック島 は Ｐ２１に移 動 す る。 ウエ ス ト ・フ ァー ユ 島 の Ｊｅｔａｋｉｎｉ　ｍａａｎ に到達 す る と

ラモ トレ ッ ク環 礁 は， Ｐ２１と Ｐ２０ の中 間 点 ， す な わ ち，　 ｎｅｅｍａｃｈ　ｔｕｐｗｕｉ　tｕｍｗｕｒ　ｍｅ

ｔａｐｗｕｎ　ｍｅｓａｒｕｗ に位 置 す る。 そ の まま カ ヌー を進 め る と， ウエス ト・フ ァー ユ 島 が

姿 を表 わす 。 ウ エス ト ・フ ァー ユ 島 に到着 した 時点 で ， エタ ック島 の ラモ トレ ック環

礁 は Ｐ２０の方 位 に位 置 す る 。

　 この例 で注 目す べ き こ とは ， カ ヌ ーが サ タ ワル 島 のｙｅｔａｋｉｎｉ　ｋｅｎｎａ とｙｅｔａｋｉｎｉ　ｍａａｎ

の 間 を移 動 す る間 に， エタ ック 島 の位 置 す る方 位 が星 １つ 分 で は な く， １つ 半 分 だ け

移動 し，同 様 にｐｗｏｎｏ　ｓａｐｕｗｏｗと ウエス ト・フ ァーユ 島 のｙｅｔａｋｉｎｉ　ｍａａｎとの間 を カ ヌ

ーが移 動 す る さ い
， 星 半 分 だ け移 動 す る とい う こ とで あ る。他 の 区 間 で は い ずれ もエ

タ ック島 の位 置 が星 １つ 分 だ け移 動 す る。 サ タ ワル 島か らウ エス ト ・フ ァー ユ島 ま で

７つ の エ タ ックが 含 まれ る こ とに な る。

２．　 サ タワル 島一 ラモ トレ ック環 礁

　 ラモ トレ ック環礁 は サ タ ワル 島 の 西方 約 ７２キ ロメ ー トル に位 置 す る。 サ タ ワル 島 か

ら も っ と も近 い有 人 島 で ， 島填 間 の航 海 も活 発 に お こな わ れ て きた。 か つ て は， サ タ

ワル 島 か ら ラモ トレ ック環 礁 の酋 長 へ毎 年 ， コ コヤ シや パ ン ノキ の実 を貢 物 と して は

こぶ航 海 が お こな わ れ た ［ＡＬＫＩＲＥ　 ｌ９７８］。 この航 海 で は， ウエ ス ト ・フ ァーユ 島 が

エ タ ック島 と して も ちい られ る （図 ７）。

　 サ タ ワル 島 か ら， ラモ トレ ック環 礁 は Ｐ２６ に ， ウエ ス ト ｅ一フ ァ ーユ 島 は Ｐ３２の方

位 に あ る。 出発 して か ら Ｐ２５に針路 を と る。 サタ ワル 島 の ノｅｔａｋｉｎｉ　ｋｅｎｎａ に達 す る と，

ラモ トレ ック環 礁 は ， Ｐ２６ と Ｐ２７の間 に く る。 エ タ ック島 は 真北 の Ｐｌに くる。サ タ

ワル 島 の ！ｅｔａｋｉｎｉ　ｍａａｎ に くる と， エ タ ック島 は Ｐ２ と Ｐ３の 間 に くる。　Ｐωｏｎｏ　ｍｅｔａｔＯ

に到 達 す る と ウエ ス ト ・フ ァーユ 島 は Ｐ３ に移 動 す る。 さ らにカ ヌ ー が進 ん で ， ラモ

トレ ック環 礁 の ／ｅｔａｋｉｎｉ　ｍａａｎ に達 す る と， エタ ッ ク島 は Ｐ３と Ｐ４と の間 に位 置 す る

よ うに な る。 こ こで カ ヌ ーの 向 きを Ｐ２６ と Ｐ２７ との 間 に変 更 す る。 間 もな くラモ ト
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図 ７　 サ タ ワル 島 一 ラ モ トレ ック環 礁 間の 航 海 と Ｐｔｅｔ６ｋ

レ ック環 礁 が視 界 に現 わ れ る。島 に到着 す る と， エ タ ック島 で あ る ウエ ス ト ・フ ァー

ユ 島 は Ｐ４の位 置 に くる。

　 この航 海 で は， サ タ ワル 島 か ら／ｅｔａｋｉｎｉ　ｋｅｎｎａま で移 動 す る間 にエ タ ック島 は星 １

つ 分 移 動 す るが，ｙｅｔａｋｉｎｉ　ｋｅｎｎａ とｙｅｔａｋｉｎｉ　ｍａａｎの間 を 移 動 す る間 に エ タ ック島 は星

で １つ 半 分移 動 す る。Ｐｗｏｎｏ　ｍｅｔａω はあ るが，　Ｐｚｖｏｎｏ　ｓａｐｉｔｉｗと ｐｗｏｎｏ　ｓａｐｉｔａは存 在 し

な い。 サ タ ワル 島 のｙ ｅｔａｋ．ｉｎｉ　ｍａａｎ とＰｗｏｎｏ　ｍｅｔａｗ，　Ｐｗｅｎｏ　ｍｅｔａｗ と ラモ トレ ック環 礁

の ２ｅｔａｋｉｎｉ　ｍａａｎ を そ れ ぞれ 移動 す る間 に エ タ ック島 は星 半 分 だ け移動 す る。 ラモ ト

レ ック環 礁 のｙ ｅｔａｋｉｎｉ　ｍａａｎ と ラモ トレ ック環 礁 の 距 離 は ，星 半 分 しか な い （図 ７）。

３．　 サ タ ワ ル 島 一 ピ ケ ロ ッ ト環 礁

ピケ ロ ッ ト環 礁 は サ タ ワル 島 の北 東 約 １０５キ ロメ ー トル の と こ ろに あ る無 人 島 で ，

〆
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漁撈や アオ ウ ミガ メの 捕 獲 に 利用 さ れ る重 要 な資 源 島で あ る。 この航 海 で は， ウエ ス

ト ・フ ァー ユ 島が エ タ ック島 と して も ち い られ る。

　 サタ ワル 島 か ら目的 の ピケ ロ ッ ト環 礁 は Ｐ４ に， エタ ック島 の ウエ ス ト ・フ ァーユ

島 は Ｐ３２の方 位 にあ る。 サ タ ワル 島 を 出発 後 ，　ｙｅｔａｋｉｎｉ　ｋｅｎｎａに くる と， エ タ ック島

は Ｐ３１に移 動 す る （星 １つ 分）。ｙｅｔａｋｉｎｉ　ｍａａｎに達 す る と， エ タ ック島 は Ｐ２９ （星 ２

つ 分 ） に移 動 す る。 Ｐｗｏｎｏ　ｓａｐｉｔｉｗ で は， エ タ ック島 は さ らに Ｐ２８に ，　Ｐｗｏｎｏ　ｍｅｔａｗ

で は Ｐ２７に移 動 す る。 さ らに Ｐｗｏｎｏ　ｓａｐｉｔａに 進 む と， ウ エス ト ・フ ァー ユ島 は Ｐ２６

と Ｐ２７の 中 間 に移 動 す る。 ピケ ロ ッ ト環 礁 の ノｅｔａｋｉｎｉ　ｍａａｎで は， エ タ ック 島 は Ｐ２６

に，ｙｅｔａｋｉｎｉ　ｋｅｎｎａ で は Ｐ２５ に移 動 す る。 エタ ック 島が Ｐ２５ と Ｐ２４ の 間 に達 した と

き ， も うす ぐ島 が見 え る と ころ ま で きた こ と にな る。 ピヶ ロ ッ ト環 礁 に到 着 す る と，

エ タ ック 島 は Ｐ２４の方 位 に位 置 す る。

　 この場 合 ， カ ヌ ーがｐｗｏｎｏ　ｍｅｔａｗとｐｗｏｎｏ　ｓａｐｉｔａとの 間 を移 動 す る間 ， エ タ ック

島 は星 で半 分 しか 移動 しな い。 そ の他 の場 合 ，星 １つ分 ，移 動 す る （図 ８）。

 Eki:  yetaini kenna (Satawal) 

 Eml:  yetakini maan (Satawal) 
Pi: pwono sapitiw 

Pm:  pwono metaw 

Pa:  pwono  capita 

Em2:  yetakini maan (Pikelot) 

Ek2:  yetakini  kenna (Pikelot)

図 ８　 サタ ワル島一 ピケ ロ ット環礁間の航海 と■ｅｔａｋ
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図 ９ サタワル島一 プル ワ ト環礁間の航海 とノｅｔａｋ

４．　 サタ ワル 島一 プル ワ ト環礁

　 プ ル ワ ト環 礁 は サ タ ワル 島 の東 約 ２４０キ ロメ ー トル の と こ ろに位 置す る島 で ， サ タ

ワル 島 と と もにす ぐれ た 航 海者 た ちが い る こ とで し られ て い る。 これ まで カ ロ リ ン諸

島 に お け る航 海 術 の調 査 が 中心 的 に お こな わ れ て きた 島 で も あ る ［ＧＬＡＤＷＩＮ　 ｌ９７０；

ＬＥｗＩｓ　 Ｉ９７５；ＲＩｓＥＮＢＥＲＧ　 ｌ９７６］。 この航 海 で は ， ピケ ロ ッ ト環 礁 が エ タ ック島 と

して 利 用 され る。

　 サ タ ワル 島 か らプル ワ ト環礁 は Ｐ８ に， エタ ック 島 の ピケ ロ ッ ト環 礁 は Ｐ４ に 位 置

す る。 まず ， サ タ ワル 島 か ら Ｐ９に針 路 を とる。ｙｅｔａｋｉｎｉ　ｍａａｎ で エ タ ック島 は Ｐ３に

移 動 す る。 Ｐｗｏｎｏ　ｓａｐｉｔｉｗで は エ タ ック島 は Ｐｌに移 動 す る。　Ｐｗｏｎｏ　ｍｅｔａｗ で は， エ

タ ック島 は Ｐ３１に くる。 こ こで カ ヌ ー の方 向 を Ｐ７に変 更 す る。　Ｐｗｏｎｏ　ｓａｐｉｔａ に到 達

し， こ こで カ ヌ ーを Ｐ８の方 向 に変 更 す る。 プ ル ワ ト環 礁 の ｙｅｔａｋｉｎｉ　ｍａａｎ に達 す る

と， エ タ ック島 は Ｐ２９の方 位 に移 動 す る。 そ こか ら，プ ル ワ ト環 礁 へ 進 む 。 島 に到 着

す る と， エタ ック島 は Ｐ２８の方位 に位 置 して い る （図 ９）。

５．　 ラ モ ト レ ッ ク 環 礁 一 ウ エ ス ト ・フ ァ ー ユ 島

　 ラモ トレ ック環 礁 か ら目的 の ウ エス ト ・フ ァー ユ島 は Ｐ４ の方 位 に， エ タ ッ ク島 と

して利 用 され る サタ ワル 島 は ＰｌＯ の方 位 にそ れ ぞ れ位 置 す る。

　 ラモ トレ ック環 礁 を 出発 して カ ヌ ーの 針路 を Ｐ５ に と る。yｅｔａｋｉｎｉ　ｍａａｎに く る と，

エ タ ック島 は Ｐｌｌ（星 １つ 分）に移 動 す る。ｐｗｏｎｏ　ｓａｐｉｎｏｎｇで エ タ ック島 は Ｐｌｌと Ｐｌ２

　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　 ９４９
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 Eml:  yetakini maan (Lamotrek) 
Pn: pwono sapinong 

Pm: pwono metaw 
Pw: pwono sapuwow 
Em2: yetakini maan (West Fayu)

図 １０　 ラモ トレッ ク環 礁 一 ウエ ス ト ・フ ァーユ 島聞 の 航 海 とＰｔｅｔａｋ

の 中間 に くる。 Ｐｗｏｎｏ　ｍｅｔａｗで は， エタ ック島 は Ｐｌ２に移 動 す る。　ｐｗｏｎｏ　ｓａＰｕｗｏｚｖ

で は， エ タ ッ ク島 は Ｐｌ３と Ｐｌ４の 中 間点 に くる。 こ こで カ ヌ ーの 針路 を Ｐ４ と Ｐ５の

中間 に変 更 して進 む。 ウエ ス ト ・フ ァー ユ 島 のｙｅｔａｋｉｎｉ　ｍａａｎ に到 達 した と き， エタ

ック 島 で あ るサ タ ワル 島 は， Ｐ１４ に移 動 して い る。 ここで 再 び カ ヌー の針 路 を Ｐ４ に

変更 す る 。 間 もな く， 島 が視 界 に現 れ る。 ウエ ス ト ・フ ァー ユ 島 に到 着 す る と， サ タ

ワル 島 は ＰＩ６ に位 置 す る （図 １０）。ｙｅｔａｋの数 は ６で あ る。

ｗ ． 考 察

　 １． ｙｅｔａｋ の 数 と島嶼 問 距 離

　前 章 で み た よ うに，島嶼 問 にお け るｙｅｔａｋ の 数 は， それ ぞ れ の 事 例 ご とに異 な って

９５０
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い る。島嶼 間 の 距 離 が大 き くなれ ば ，２ｅｔａｋ 自体 の 数 が ふ え るの は 当然 ， 予 想 され る

こ とで あ るが ，具 体 的 な傾 向 は まだ あ き らか で な い。 そ こで ， これ ま で のべ た 事 例 と

と もに Ａｌｋｉｒｅや Ｇｌａｄｗｉｎ らの報 告 資 料 を も とに ， 島 嗅 間距 離 と ノｅｔａｋ の数 との 関

係 を し らべ た （表 １）。

　 そ の結 果 ， 予想 に反 して島嶼 問距 離 と ／ｅｔａｋの数 との相 関 が低 く， ５％ 水 準 で は有

意 差 が な か った （ｒ＝ ０．５７，ｔ＝ ２．０９，　Ｐ＞０．０５）。 た だ し， だ か ら とい って， クｅｔａｋ の数

は，島嶼 問距 離 と無 関 係 に きめ られ るわ けで は な い。

　 １　ｙｅｔａｋが 約 １８－２０　ｋｍ に相 当す る と して ， その 距 離 に ノｅｔａｋの数 を 乗 じた 数 値 が

島嶼 間 の距 離 とか な らず しも一 致 しな い理 由 は ，ｙｅｔａｋとｙｅｔａｋとの 距 離 が 均 一 で は

な い こ と に よ る と考 え られ る。 そ の場 合 ， あ る島 を 出発 して か らそ の 島 が視 界 か ら消

え るまで の 距 離 と， 目的 とす る島 が視 界 に あ らわれ て か らそ の 島 に到 達 す るま で の距

離 （す な わ ち島 か ら／ｅｔａｋｉｎｉ　ｋｅｎｎａ ま で） は ， どの 場 合 にお い て も １８－２０　ｋｍ で あ る

とみな しう る。 とす れ ば， そ れ以 外 の部 分 ， す な わ ち ２つ の 島 の ｙｅｔａｋｉｎｉ　ｋｅｎｎａで は

さ まれ た海 域 にお け るそれ ぞ れ のｙｅｔａｋ間 の距 離 が ， 事例 ご とに非 常 に異 な って い る

とい うこ と に な る。 この点 につ いて ， も う少 し具 体 的 な事 例 を検 討 してみ よ う。

　 サ タ ワル 島 ， ラ モ トレ ック環 礁 ， ウエ ス ト ・フ ァー ユ島 の ３島 間 の例 につ いて み る

表 １ ／８磁 の数 と島嶼間距離の関係

島 懊 名

Ａ Ｂ

Satawal 

Satawal 

Satawal 

Satawal 

Lamotrek 

Woleai 

Woleai 

Woleai 

Satawal 

Satawal 

Puluwat 

Puluwat

West Fayu 

Lamotrek 

Pikelot 

Puluwat 

West Fayu 

Olimarao 

Ifaluk 

Eauripik 

Lamotrek 

West Fayu 

East Fayu 

East Fayu

エ タ ック島

Lamotrek 

West Fayu 

West Fayu 

Pikelot 

Satawal 

Faraulap

な し

不 明

West Fayu 

Lamotrek 

Ulul 

Pisaras

エタ ッ

クの数

７

５

８

６

６

６

３

６

４

７

１０＊

１５＊＊

Ａ－Ｂ間

の 距 離

（ｋｍ）

８８．５

７２．０

１０５．０

２３７．０

７７．３

２１９．０

６０．Ｏ

ｌ２０．０

７２．０

８８．５

２７１．５

２７１．５

備 考

［秋 道 １９８５］

〃

〃

〃

〃

［ＡＬＫＩＲＥ ｌ９７０］

〃

〃

［ＧＬＡＤＷＩＮ １９７０］

〃

〃

〃

＊；Ｆａｎｕｒとよ ば れ る派 。 ＊＊；Ｗａｒｉｅｎｇ とよ ばれ る 派 。

　 お な じ島嶼 間 で ，ノｅｔａｋの数 とエ タ ック島 が ちが って い る。 これ は，　Ｆａｎｕｒ

と Ｗａｒｉｅｎｇ とい う航 海 術 の知 識 に 関す る二 つ の派 によ る ノｅｔａｋ の用 法 上 の ち

が い に も とつ い て い る。 Ｆａｎｕｒ で は， ウル ル環 礁 （Ｕｌｕｌ）だ けを エ タ ック島

と して 利用 す るが，Ｗａｒｉｅｎｇの ほ うは ，ウル ル環 礁 と，ピサ ラス環 礁 （Ｐｉｓａｒａｓ）

とい う二 つ の エタ ック 島を 利 用す る ［ＧＬＡＤＷＩＮ　 １９７０］。

９５１
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と， これ ら ３つ の 島 じま の 間 の距 離 は， ７２．０，８８．５，７７．３　ｋｍ で あ り， ３島 はほ ぼ正 三

角 形 の 頂 点 に相 当 す る よ うな 位 置 を 占め て い る。 そ して ， この ３つ の 島 の いず れ か か

ら別 の 島 へ航 海 す る さ い，第 ３番 目の 島 が かな らず エ タ ッ ク島 と して も ちい られ る。

この こ とか ら，ｙｅｔａｋ の数 は ほぼ等 しい と考 え られ るの だ が ， 実 際 の と ころ ， サ タ ワ

ル 島 か ら ウエ ス ト ・フ ァー一・・ユ 島へ ゆ く場 合 の ｙｅｔａｋ数 は ７で あ り， ラモ トレ ック環 礁

と ウエ ス ト ・フ ァーユ 島 との 間 のｙｅｔａｋ数 は ６で あ る。 さ らに ， サ タ ワ ル島 と ラモ ト

レ ック環 礁 間 で は ， ４な い し ５とな って い る。 す な わ ち ， この例 の よ う に， 島填 間距

離 が ほ ぽ等 しい に もか か わ らず ，ｙｅｔａｋの数 に差 が あ る こ とが わ か る。

　 逆 に，島嶼 問 距 離 が異 な って いて も，ｙｅｔａｋの 数 が 同 じ とい う場 合 が あ る。 ウ ォ レ

ア イ環 礁 と ヨー ル ピ ック島 間 は １２０ｋｍ で ｈａｔａｇ （サ タ ワル 島 に お け る ２ｅｔａｋ）は ６で

あ るの に， 島 填 間 距 離 が ２００ｋｍ 以 上 あ る ウォ レア イ環 礁 とオ リマ ラオ島 との聞 で ，

ｈａｔａｇ は ６ しか な い。

　 以 上 の 例 の よ うに ，ノ磁 ん の数 と島嶼 問距 離 は ， か な らず しも正 比 例 しな い。 しか

も，島嶼 問 に おけ る最 初 と最 後 以 外 にお け る区間 で は， ■ｅ彦ａｋ の距 離 自体 にバ ラ ッ キ

が あ るよ う に お もわ れ る。

　 その 理 由 は ， エ タ ック島 の 見 か け上 の移 動 速 度 にか か わ る と考 え られ る。 す な わ ち，

エ タ ック島 が 島嶼 間 の距 離 に比 較 して ， カ ヌー の位 置 か ら遠 くは な れ て い れ ば い るほ

ど ， エ タ ック島 が 見 か け 上 ，移 動 す る速 度 は おそ くな る。 また ，ｙｅｔａｋは， ス タ ー ・

コ ンパ ス上 にお け る星 ・星 座 の 出没 位 置 とエ タ ック島 を 直線 で む すん だ延 長 線 上 に位

置 す る。 実 際 の 星 や星 座 の 出没 位 置 は， 均等 にな らん で い るわ け で は な く，南 北 軸 よ

り も東 西 軸 ちか くに密 に分 布 して い る。 この こ とか ら端 的 にわ か るよ うに ，ｙｅｔａｋの

間 隔 もお のず とか わ って く る もの と考 え られ る。

　 事 実 ， カ ヌ ーが 南北 軸 に そ っ てす す む サ タ ワルー ウエ ス ト・フ ァー ユ間 の航 海 で は，

エ タ ック 島 で あ る ラモ トレ ック環 礁 の移 動 にか か わ る東 西軸 に ちか い星 が 多 い た め ，

ｙｅｔａｋは ７で あ り， 東 西軸 に そ っ てす す む サ タ ワル ー ラモ トレ ック 間 の航 海 で は， エ

タ ッ ク島 の ウエス ト・フ ァー ユ 島 の移 動 にか か わ る南 北 軸 に ちか い星 が少 な いた め ，

ｙｅｔａｋの 数 は ５とな っ て い る。

　 こ の よ う に，ｙｅｔａｋの数 は， 基 本 的 に島嶼 問 の距 離 だ け で な く， 出発 す る島 ， 目的

とす る島 ， エ タ ック島 の相 対 的 な位 置 関係 に よ って規 定 され る。

　 さ て ， 島嶼 間 の 絶 対 的 な距 離 とｙｅｔａｋは ど の よ うな関係 に あ るので あ ろ うか 。 筆 者

の あ つ め た例 で は ， 島嶼 間 の 最少 距 離 は ７２ｋｍ は な れ たサ タ ワル 島 と ラモ トレ ック

環 礁 間 で あ り， そ の間 には ４な い し ５のｙｅｔａｋが あ った 。

９５２
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　 こ れ にた い し， 上記 の例 よ りや や短 か い ６０ｋｍ はな れ た ウォ レアイ環 礁 とイ フ ァ

ル ク環 礁 間 の航 海 に お いて はエ タ ック 島 が も ち い られ な い と い う ［ＡＬＫＩＲＥ　 ｌ９７０：

５４］。 しか しな が ら， Ａｌｋｉｒｅは ウォ レア イ ー イ フ ァル ク間 は ， ３つ の ｈａｔａｇ に分 割 さ

れ る とい う情報 を え て い る。 最 初 の分 割 点 は ， ウ ォ レア イ環 礁 が視 界 か ら消 え た とき

で ，第 ２が第 １の 点 か ら， イ フ ァル ク環 礁 が視 界 に あ らわ れ るま で， 第 ３が第 ２の地

点 か らイ フ ァル ク環 礁 に到 達 す るま で で あ る。 こ の よ うに ，比 較 的 ， 安 全 とお もわ れ

る短 距離 間 の航 海 にお いて も， 海 域 が ｈａｔａｇ と い う概 念 で分 割 され て い る こ とか ら，

Ａｌｋｉｒｅ は， エタ ック島 は，　 Ｓａｒｆｅｒｔ［１９１１］ が のべ て い るよ うな遠 洋 航 海 中 に遭 遇 す

る嵐 や不 測 の事 態 の さい ，避 難 す るた め の 島 ， と して も ちい られ るたあ の もの で は な

い と して い る。ｙｅｔａｋが ， 具 体 的 な星 の 出没 を基 準 と して 決定 さ れ ただ けの もの で は

な く，星 の 出没 を 基 準 とせ ず に ， あ くま で も海域 区分 のた め に利 用 され る とい う指摘

は重 要 で あ る。

２．　島嶼 間の区分名称

　 図 １１に しめ した とお り， 外 洋 を 区分 す る名 称 は， 基 本 的 に 島嶼 間 の 中央 で対 称 にな

るよ うにつ け られ た 。

　 これ と類 似 した 区分 概 念 が ， Ａｌｋｉｒｅに よ って も報 告 され て い る。　Ａｌｋｉｒｃ は ，島嶼

問 の海 域 は一般 に ５つ の概 念 に よ って ６つ に 区分 され る と して ，以 下 の よ うな模 式 図

を あ げて い る。第 １は ，島嶼 間 の真 中 で （ｎｉｂｗｕｌ）， 第 ２ と第 ３は ，　 ｎｉｂｗｕｌ とそ れ ぞ

れ の 島 との 中間 点ｎｉｂｗｕｌｓａｐｉｔｉｕ（図 で は ，西 側 に ちか い点） と ｎｉｂｗｕｌｓａｐｉｔａｇ（図 で

東 側 に ち か い点 ） で あ る。 第 ４と第 ５は ，第 ２，第 ３の 点 とそ れ ぞ れ の島 との 中 間点

（ｗｏｌｉｎａｇ）で あ る （図 １１） ［ＡＬＫＩＲＥ　 ｌ９７０］。

　 た だ し，前 章 の よ うに，ｎｅｅｍｅｔａｗを 中 心 と して， 島嶼間 は 対称 とな る よ う に区 分 さ

れ て い るわ け で はか な らず しもな か った し，個 々 の場 合 に よ って は ， か な らず しもあ

図 １１島嶼 間 の 区 分 名 称

　 　 ［ＡＬＫｒＲＥ　１９７０：５５］に よ る。
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らゆ る区 分 名称 がす べ て言 及 さ れ て い る と はか ぎ らな い。 その 理 由 は ，本 章 の第 １節

での べ た よ うに ， エ タ ック島 の見 か け上 の移 動 （速 度 ）が一 定 で は な い こ と に よ る とお

もわ れ る。す な わ ち，　ｙｅｔａｋの基 礎 に な る星 の 出没 方 位 自体 が 均一 で は な い こ と にな る。

　 この点 を修 正 す る １つ の手 だ て と して， ス タ ー ・コ ンパ ス にお け る３２の方 位 だ けで

な く，星 と星 と の中 間 点 に お け る方 位 が エタ ック島 や， 出 発 した 島 ， 目的 とす る島 の

方 位 を あ らわ す うえ で重 要 とな る こ とが あ った。 それ は ネ マ ッチ （ｎｅｅｍａｅｈ） と い う こ

と ば に よ りあ らわ され て いた 。 そ して ， １つ のｙｅｔａｋが星 と星 との 聞 で半 分 の こ と も

あれ ば， １つ 半 に対 応 す る こ と もあ っ た。

　 さ ら に，島嶼 問 の 針 路 自体 は ，直 線 的 にす す め られ るの で は な く，少 しず つ 左 右 に

ズ レる場 合 が あ った。 これ は， １つ に は ωｏｏｆａｎｄｉω によ って しめ され る島 の方 位 が か

な らず しも実 際 の方 位 と一 致 しな い こと に よ る。 さ らに， 波 ， 風 な ど の条 件 で ， あ ら

か じめ カ ヌー の針 路 を ズ ラせ る とい った場 合 も考 え られ る。 こ こで は そ う した点 を さ

らに追求 す るだ け の資 料 が な い 。

　 本論 で は，ｙａｓａとい う比 較 的 ， 単 純 な航 法 を と りあ げ たが ， そ う した場 合 で も，

カ ヌ ーの 針路 は 目的 とす る島 の位 置 す る方 位 にむ か って直 線 的 に進 め られ る の で は な

か った 。 しか も，航 海 の 途 中 で ，針 路 が少 しず つ変 更 され る こ とが あ った。 そ れ に応

じて ， エ タ ッ ク島 の移 動 範 囲 は 異 な って く る。ｙａｓａ以 外 の航 法 に お いて は， さ らに

エタ ッ ク島や 目的 とす る島 の あつ か い は複 雑化 す る可 能 性 が あ る。

　 総 じて み る と， 星 の方 位 に も とつ いて ，ｙｅｔａｋが具 体 的 に きめ られ る と い う本 論 の

主 意 は だ い た い にお い て理 解 され た とお も う。 た だ し， これ まで み て き た よ う に，

ｙｅｔａｋの シス テム に は い くつ もの 問 題 点 や矛 盾 がふ くま れ て い る。 それ らは， 言 語 に

よ る情報 と して 体 系 化 され て い な い だ けな の か ， さ らに詳 細 な 知 識 に た いす る理 解 不

足 な の か は あ き らか で は な い。 航 海 者 が距 離 や位 置を どの よ うに して認 識 す る のか と

い う問題 は， いず れ にせ よ そ れ ほ ど単純 で は な い よ うにお もわ れ る。

Ｖ． お わ り に

　サタワル島における調査資料をもとに，カロリン諸島の航海術でもちいられてきた

エタック航法についてふれてきた。カロリン諸島の航海術において，エタ ック島が果

たす役割はきわめて重要である。島瞑間ごとの航海に必要なエタック島がきめられ，

エタック島とカヌーとの相対的な方位関係の時間的変化が航海のうえで重要な目安と

されている。一見 して単調 とおもわれがちな大洋において，カヌー自体や目的とする
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島の位置を しるため，星の出没をもとにしてつ くられたスター ・コンパスがた くみに

応用されている。その反映として，島嶼間の海域が実にこまか く分割されていること

があきらかになった。目には見えない島の位置の方位を推定するという方法が，カロ

リン諸島の航海術においてもっとも重要な技術の一つとしてもちいられていることは，

以上の論考か らあきらかであろう。

　本論では，議論をｙａｓａとよばれる航法についてのみに限定 した。 しかし， 風の向

きによっては，かならずしも島と島の間を真直 ぐに進むことができない場合が生 じる。

いわゆるタッキング航法をおこなう場合，エタック島とその位置の変化はどのように

認識されるのであろうか。 さらに，ｙａｓａやｙａｍｍａｙ以外の航法 とエタックとの関係

も重要な考察対象である。

　 ここでとりあげた事例では，島嶼 間の距離が３００ｋｍ 以内であったが，島嗅間の距

離がさらに大きくなった場合，本論でのべたのとまった く同じような方法が採用され

るとはかぎらない。 以上の諸点についてはク６∫６以外の航法とともに， さらにい くつ

かの新 しい枠組みのなかで考察する必要があるとおもわれる。

付表 １　 スター ・コンパス上 の方位 名称 と方位番号

方位番号＊

 PI 

P2 

P3 

P4 

P5 

P6 

 P7 

P8 

P9 

 PIO 

 P11 

P12 

P13 

P14 

P15 

P16

サタワル語名

 fuuswnwakat 
 taan mityincipanefcing 

 taan  wine 

 taan  yakaniik 
 taan  mien 

 taan  mwaciriktir 

 taan wuun 

 taan pityiyefâng 
 taan  mciyinap 

 taan  pciyiyier 

 taan  yiniyen 
 taai scirepwin 
 taan tumwur 

taan  mesaraw 

 taanupwmachimeyas

方位番号＊

P17 

P18 

P19 

P20 

P21 

P22 

P23 

P24 

P25 

P26 

P27 

P28 

P29 

P30 

P31 

P32

サ タワル語名

wenewenenupw 

machimenetow 

tupwunupw 
tupwun  mesaraw 

tupwui tumwur 

tupwui  threpwen 

tupwun yeniyen 

tupwun  payiyeer 
tupwun  mayinap 

tupwun payiyefang 

tupwun wuun 

tupwun  mwaarikar 
tupwun  meen 

 tupwun  yukuniik 

tupwun  wene 

tupwun mayinapanefang

＊方位番号は
，本論中の略号 Ｐ１－３２と対応する。
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